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第 66 話「餅はどこに・・・」 わけもん小林の

小林にゆかりのある
「がんばる若者」を紹介！
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すくすくSUKUSUKU
平成 31 年 4 月 3 日生

誰にでもニコニコ、特に女
性にはとびっきりの笑顔で
愛嬌ふりまいています！
これからも元気に育ってね

父：宏樹　母：楓香

長
な が と も

友 結
ゆ う し

志 くん

お
や
、
も
う

空
の
も
ろ
ふ
た
が

　
　
無
い
ぞ

ま
さ
か
…

ど
う
ぞ

だ
モ
～

お
お
！

こ
す
モ
～

あ
り
が
と
う
！

餅
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
で

　掲載希望者は必要事項を記入し、郵送または
メールにて申込みください。
　◆必要事項
　・子どもの名前（ふりがな）と生年月日
　・掲載する写真
　・保護者の名前
　・コメント（50 文字以内）

【申込先】・地方創生課　ﾒｰﾙ info@city.kobayashi.lg.jp

すくすく募集中！

さん

アグリトレーニングセンター
研修生（一期生）

　 東 方 在 住 の 橋 満 祐 太 郎 さ ん
（35 歳 ） は、JA こ ば や し ア グ
リトレーニングセンター（水流
迫）の研修一期生。きゅうり農
家を目指して、昨年７月から研
修を受講しています。
　実家はきゅうりなどの露地野
菜を育てる専業農家。
　「両親から跡を継いで欲しい
と言われたことはないが、いつ
かは自分が継がないといけない
と感じていた」
　 ト レ ー ニ ン グ セ ン タ ー で、
きゅうりの栽培方法や農業経営
の基礎を一から学べることを知
り、受講を決めました。

　本格的に農業を学んだことは
なかったものの、農業の世界に
飛び込むことに迷いはなかった
と話す橋満さん。
　現在は、研修日にハウスの管
理 方 法 や き ゅ う り の 収 穫・ 選
別、 防 除 作 業 な ど を 学 ぶ 一 方
で、休日は実家の作業を手伝う
など、農業一筋の忙しい日々を
送っています。
　「センターで基本を学んで独
立し、経営規模を拡大していき
たい」と夢を語る橋満さん。
　小林の農業の未来を担う若者
の挑戦は続きます。

毎日が発見の連続で、学ぶことが多い

作業を繰り返すうちに「自
然ときゅうりに対して話し
かけるようになった」と話
す橋満さん。愛着を持って
きゅうりに接している。
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